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平成２９年３月定例会 一般質問
川口市議会では、平成２９年２月２４日より開会し、３月９日に４回目の一般質問に登壇いたしました。

傍聴においでくださった方々、ありがとうございました。一問一答形式で行い、質問・答弁を一部抜粋し、
ご報告させていただきます。

１ Ｓ Ｋ Ｉ Ｐ シ テ ィ の 今 後 に つ い て
２ 中 核 市 移 行 に つ い て

(1) 移 行 す る 理 由 に つ い て
(2) 派 遣 研 修 中 の 人 員 配 置 に つ い て

３ 放 課 後 児 童 ク ラ ブ に つ い て
(1) 運 営 方 法 に つ い て
(2) 支 援 員 の 研 修 に つ い て
(3) 施 設 整 備 計 画 に つ い て
(4) 本 の 管 理 に つ い て

４ ２ ０ ２ ０ 年 東 京 オ リ ン ピ ッ ク ・ パ ラ リ ン ピ ッ ク に 向 け た 機 運 醸 成 に つ い て
５ 公 園 管 理 に つ い て

(1) 指 定 管 理 の 基 準 に つ い て
(2) 公 園 に き ゅ ぽ ら ん や シ ン ボ ル マ ー ク を

６ 川 口 市 立 医 療 セ ン タ ー に 手 話 通 訳 者 の 配 置 を
７ 文 化 財 の Ｐ Ｒ に つ い て

(1) 現 在 行 な っ て い る Ｐ Ｒ は
(2) 外 国 人 対 応 に つ い て
(3) 赤 山 陣 屋 跡 に つ い て

８ 行 政 経 営 品 質 向 上 事 業 に つ い て
９ 投 票 や 選 挙 に 関 す る 常 時 啓 発 に つ い て
10 庁 舎 内 の 市 民 サ ー ビ ス 向 上 に つ い て

(1) 各 課 の 配 布 物 に つ い て
(2) 授 乳 室 に つ い て
(3) 耳 マ ー ク の 設 置 を

11 市 民 の 皆 さ ま か ら の 声
(1) ご み の マ ナ ー 違 反 に つ い て
(2) 民 生 委 員 の 定 年 制 廃 止 に つ い て
(3) 公 民 館 に つ い て

ア 使 用 料 に つ い て
イ 休 館 日 に つ い て

(4) 免 許 証 を 自 主 返 納 し た 際 の 特 典 に つ い て



川口市議会議員 岡村 ゆり子 プロフィール：
・昭和56年4月、川口市東内野に生まれる。
・川口市立差間小学校・北中学校、私立恵泉女学園高等学校、フェリス女学院大学 文学部
卒業。
・父・幸四郎の事務所を手伝いながら、テレビ局に勤務。 (2014年7月に退社)
・趣味 スポーツ観戦(Jリーグ開幕以来、浦和レッズ一筋です。)、 筋トレ、

フラワーアレンジメント
・好きな言葉 志あるところに道は開ける
・所属委員会 総務常任委員会 住環境整備・人口問題特別委員会
・Facebookやっています。岡村ゆり子 と検索してください
☆☆☆☆☆ やめよう 無関心。まちの未来はあなたから。

若さ溢れる、元気いっぱいの３５歳。☆☆☆☆☆ <討議資料>

１ SKIPシティの今後について
質問：SKIPシティの利活用についての計画がなかなか進んでいない。昨年５月に埼玉県と
「SKIPシティ利活用検討協議会」を開催し、どのような話をし、前進したものはあるか。
答弁：SKIPシティの利活用方法の可能性について、様々な知見を有する民間事業者からヒ
アリングを行うことが提案され、現在まで４回のヒアリングを実施し、民間事業者から利活用
案の説明を受けた。
再質問：今後の埼玉県との協議会の開催計画は。
答弁：現在のところ計画していない。
要望：川口市がイニシアチブを取り、提案や意向を伝えているように感じない。利活用こそ市
の活性化に繋がると考える。B街区については県と協調し市民利用できるよう、例えば子育
てにやさしいまち、教育のまち、スポーツのまちのシンボルとなるような施設や、地場の緑を
取り入れた空間として開放できるよう積極的に検討・提案してほしい。

２ 中核市移行について
質問：平成３０年４月に中核市移行を目指しているが、市民へのメリットがなによりである。
県から移譲される事務の半数以上が保健衛生分野となり、市民サービスが限定的ではない
か。また、今後の市の財政や公共施設の更新等を考えると、今中核市に移行する理由は。
答弁：自らの手で自らのまちの個性に合ったまちづくりを進めたい。地域の実情に応じた
サービスが提供できるようしっかり取り組んでいきたい。（市長答弁）
要望：単に県からの移譲事務をこなすのであれば、個性に合ったまちづくりには繋がらないと
考えるので、是非川口市独自の取り組みをしてほしい。また、財政上の負担が市民に及ばな
いよう、中核市の他自治体の例を参考にしてほしい。

６ 川口市立医療センターに手話通訳者の配置を
質問：川口市内には現在約１１００名の聴覚障がいの方がいらっしゃる。体調が急に悪くなっ
た際に、手話通訳者の予約ができずに病院に行かなくてならなくなり非常に困ることがある。
手話通訳者の配置はできないか。
答弁：現在手話通訳の対応を求められた際には、手話のできる職員が対応している。議会で
言語としての手話について条例制定の取り組みがなされ、その動向を踏まえて検討していく。

今年も母校で卒業生に向けて講演させていただき、真剣

に話を聴いてくれて嬉しかったです。今を大切にし、元気で
強く逞しく成長していくことを心から願っています。
各駅でのお声掛けありがとうございます。
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